
　

一
般
社
団
法
人
晴
風
学
舎 

× 

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
育
学
専
修 

共
催

　

連
続
講
座
「
身
の
文

グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
ー

法
」　
（
野
口
順
哉
×
弘
田
陽
介
）

　

一
般
社
団
法
人
晴
風
学
舎
と
大
阪
公
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
育
学
専
修
に
よ
る
共
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
隔
月
で
開
催
さ
れ
る
連
続
講
座
「
身
の
文
法
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
当
講
座
は
、
文
学
・
哲
学
に
関

わ
る
課
題
テ
キ
ス
ト
の
読
解
を
起
点
と
し
た
座
学
中
心
の
講
義
形
式
で
進
め
ら
れ
、
晴
風
学
舎
理
事
・
技
術
研

究
員
で
あ
る
野
口
順
哉
と
同
大
学
教
授
で
あ
り
晴
風
学
舎
動
法
教
授
資
格
者
で
あ
る
弘
田
陽
介
が
講
師
を
担
当
。

テ
ー
マ
は
「
身
の
文
法
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
を
形
作
る
文
法
（
グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
ー
：
書
く
こ
と
の
体
系

に
関
す
る
研
究
）
を
捉
え
直
す
よ
う
な
試
み
を
提
示
し
ま
す
。
両
組
織
所
属
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般

の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

日
　
程
　（
い
ず
れ
も
時
間
は 

一
四
時
～
一
六
時
半
）
＊
裏
面
に
内
容
予
定
記
載

二
〇
二
六
年 

八  

月  

八   

日  （
野
口
担
当
回
）

　
　
　
　
　

一
〇
月 

一
七 

日  （
野
口
担
当
回
）　

　
　
　
　
　

一
二
月 

二
六 

日  （
弘
田
担
当
回
）　

会　

場
：　

大
阪
公
立
大
学
森
之
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
一
二
階
一
二
〇
五
室　

　
　
　
　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
城
東
区
森
之
宮
二
丁
目
一
ー
一
三
二
）

参
加
費
：　

晴
風
学
舎
会
員
／
一
般
参
加
者　

各
回
二
〇
〇
〇
円
（
当
日
現
金
受
付
）

　
　
　
　
　
（
※
全
回
参
加
希
望
の
場
合
、
一
括
納
入
で
九
〇
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
）

　
　
　
　
　

大
阪
公
立
大
学
学
生
、
院
生
、
教
員
は
無
料

お
申
込
：　

以
下
ま
で
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

y-hirota@
om

u.ac.jp （
担
当
：
弘
田
）

　
　
　
　
　

単
回
申
込
の
場
合
は
、
開
催
の
一
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
晴
風
学
舎
に
つ
い
て 

： 「
身
の
学
」を
基
軸
と
し
、人
間
の
生
を
身
体
を
通
し
て
探
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
体
育
団
体
。

整
体
法
の
第
一
人
者
で
あ
る
野
口
晴
哉
の
思
想
や
技
術
の
型
を
原
点
と
し
な
が
ら
、
文
化
的
基
盤
と
し
て
の
「
身
」
の
在
り
方
や
そ
こ
に

潜
む
「
理
」
の
研
究
を
行
な
う
。
ふ
れ
る
こ
と
・
観
る
こ
と
・
他
者
と
共
に
動
く
こ
と
を
通
じ
て
、
身
体
観
の
解
体
お
よ
び
開
拓
を
テ
ー

マ
に
し
た
稽
古
会
を
主
催
す
る
ほ
か
、
本
学
舎
認
定
の
資
格
保
有
者
に
よ
る
稽
古
会
も
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

https://seifugakusha.jp/

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
育
学
専
修
に
つ
い
て 

： 

同
専
修
は
、
文
学
研
究
科
の
人
間
行
動
学
専
攻
の
う
ち
の
一
コ
ー
ス
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
学
校
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
人
間
変
容
・
成
長
発
達
の
理
論
・
実
践
の
学
を
探
究
し
て
お
り
、
前
期
博
士
課
程
・

後
期
博
士
課
程
か
ら
多
く
の
実
践
者
・
研
究
者
を
輩
出
し
て
い
る
。
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.om

u.ac.jp/lit/
edu/

二
〇
二
七
年 

二  

月 

二
〇 

日  （
野
口
担
当
回
） 

　
　
　
　
　

 
四  

月 

一
七 

日  （
弘
田
担
当
回
）　

　
　
　
　
　

 
六  
月  

五   

日  （
野
口
担
当
回
）



内
容

野
口
順
哉　

担
当
回

テ
キ
ス
ト
：
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
『
象
徴
と
し
て
の
病
』

◎ 

身
体
と
比
喩
、
比
喩
に
覆
わ
れ
た
身
体
。「
身
」
の
成
り
立
ち
は
妊
婦
の
横
姿
。

● 

わ
た
し
の
身
体
観
─
─
「
整
体
」
を
原
点
に

テ
キ
ス
ト
：
金
谷
武
洋
『
日
本
語
に
主
語
は
い
ら
な
い
』

◎ 「
主
語
」
で
な
く
「
主
題
」
を
求
め
る
日
本
語
の
特
性
（「
三
上
文
法
」
に
つ
い
て
）。
個
体
／
個
人
に
よ
っ
て
完
結
さ
れ
る

文
法
と
他
者
と
共
有
／
共
創
さ
れ
る
場
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
の
文
法
。
欠
落
が
生
む
共
有
性
。（
ヴ
ァ
レ
リ
ー
「
マ
ッ

チ
を
擦
っ
て
火
が
点
い
た
ら
詩
に
は
な
ら
な
い
」「
動
詞
は
主
体
を
求
め
る
が
、
主
体
が
不
在
な
ら
ば
読
者
が
動
く
」、
声

し
ょ
う

明み
ょ
うに
お
け
る
「
虚
階
」）

● 

不
在
へ
の
集
注
、
他
者
と
共
に
動
く
身
の
感
覚

テ
キ
ス
ト
：
ハ
ル
オ
シ
ラ
ネ
『
芭
蕉
の
風
景 

文
化
の
記
憶
』

◎ 

連
句
は
場
を
立
ち
上
げ
る
。
他
者
と
換
喩
で
響
く
、
バ
ラ
バ
ラ
の
ま
ま
そ
こ
に
在
る
。
文
化
と
い
う
共
有
体
。

● 

二
つ
を
揃
え
る
と
三
つ
め
は
歪
む

● 

合
一
と
分
裂
の
間
に
立
つ
型
─
─
─
場
の
現
わ
れ

テ
キ
ス
ト
：
平
倉
圭
『
か
た
ち
は
思
考
す
る
』

◎ 

絵
画
鑑
賞
か
ら
「
巻
き
込
み
」
を
体
験
す
る
。
内
在
す
る
運
動
感
覚
。
観
る
こ
と
、ふ
れ
る
こ
と
、ふ
れ
る
よ
う
に
観
る
こ
と
。

● 「
外
」
を
観
る
と
返
っ
て
く
る
「
内
」
を
身
と
し
て
扱
う

テ
キ
ス
ト
：
貞
久
秀
紀
『
明
示
と
暗
示
』

◎ 

別
の
も
の
に
な
っ
て
い
き
帰
っ
て
く
る
。
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と
、
言
葉
が
つ
く
る
道
程
を
往
還
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
こ
れ

の
ま
ま
だ
が
、
別
の
こ
れ
に
な
っ
て
い
る
。

●  

新
し
い
過
去
と
し
て
の
「
身
」

弘
田
陽
介　

担
当
回

テ
キ
ス
ト
：
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』

◎ 

イ
メ
ー
ジ
の
想
起
・
記
憶
の
古
典
的
理
解
。
洞
窟
の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
形
作
る
人
間
の
認
識
モ
デ
ル
。

● 

西
洋
古
代
か
ら
近
代
ま
で
を
規
定
す
る
「
イ
メ
ー
ジ
」
の
外

テ
キ
ス
ト
：
フ
ォ
ン
・
ホ
ル
ス
ト
「
遠
心
性
コ
ピ
ー
」
論
文

◎ 

一
九
五
〇
年
代
の
脳
神
経
学
論
文
の
も
つ
人
間
の
神
経
性
へ
の
強
い
信
頼
。脳
の
予
測
に
折
り
た
た
ま
れ
た
人
間
の
外
的
世
界
。

● 

西
洋
古
代
か
ら
近
代
ま
で
を
規
定
す
る
「
身
体
」
の
外　

※ 

そ
れ
ぞ
れ
の
回
の
テ
キ
ス
ト
は
事
前
に
お
読
み
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
な
く

て
も
ご
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
の
該
当
箇
所
は
事
前
に
お
申
し
込
み
メ
ー
ル
に
お
送
り
す
る
こ
と
も
ご

ざ
い
ま
す
。
参
加
費
の
納
入
方
法
に
つ
い
て
も
、
申
込
み
の
メ
ー
ル
に
返
信
の
形
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

右
記
内
容
は
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


